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講座名


　｢現代のクライエント中心療法（CCT）・パーソンセンタードアプローチ (PCA)入門講座｣


　　　　　　　　　　　　�
�
お勧め文�
　クライエント中心療法（CCT）・パーソンセンタードセラピー (PCT) は長い間我が国で最も知られ、最も実践されてきた心理療法である。またそれらを包含するパーソンセンタードアプローチ (PCA)も広く知られている。しかし現代では、ややもすると「古風な」「限定的にしか有効でない」療法・立場として捉えられるきらいがある。未だ誤解も多い。本講座は現代の視点からPCAグループの理論と実践を見直そうとする試みである。ロジャーズに発するCCT・PCT・PCAは「古風な」どころか、むしろ現代においてこそ、独自の意義を有しており、今後の新たな展開が期待されるところである。


　本講座ではPCAを概観しつつその変遷や展開について考える。今までPCAに馴染みのなかった方々にも理解していただけるよう、そして既にPCAを実践している方々には共に考え


いただけるよう内容を工夫したい。　　　　　　　　　　　　　　　　


飯長喜一郎（日本女子大学教授）�
�
開催日・定員・受講料�
金曜日／定員４５名／受講料８，０００円１８：３０～２０：００�
�
講師・内容各回の開催日タイトル講師名・肩書主な著書の順�
第１回　２００９年１０月９日「クライエント中心療法再考」


飯長喜一郎：日本女子大学教授


主な著書：


「ロジャーズ　クライエント中心療法」（共編著）有斐閣　1983


「人間としての心理治療者―自己開示の適用と禁忌」（ﾜｲﾅｰ著,訳）有斐閣1983


「実践カウンセリング初歩―若い人のために」（単著）垣内出版　1998


       　





第２回　２００９年１０月１６日「ＰＣＡグループの展開―はじめに個人ありき」


村山正治：九州大学名誉教授


主な著書：


「エンカウンターグループとコミュニテイーパーソンセンタードアプローチの展開―」（単著）ナカニシヤ出版 1993


「ロジャースをめぐってー臨床を生きる発想と方法―」（単著）金剛出版2005　


「ロジャース選集(上)(下）」(共監訳)　誠信書房





第３回　２００９年１０月２３日「フォーカシング指向心理療法」


日笠摩子:大正大学教授


主な著書：


「フォーカシング指向心理療法」（ジェンドリン著、共監訳）金剛出版1998


「セラピストのためのフォーカシング入門」（単著）金剛出版 2003


「パーソンセンタードセラピー」（パートン著、訳）金剛出版 2006


             





第４回　２００９年１０月３０日「世界のＰＣＡの動向と日本独自の発展の方向性」


中田行重：関西大学大学院教授


主な著書：


「地域実践心理学　実践編」（共著）ナカニシヤ出版　2006


「問題意識性を目標とするファシリテーション」（単著）関西大学出版部　2005


「The Therapeutic Relationship：　perspectives and themes」（共著）PCCS Books　2008


�
�






